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0.1 Homotopy pull back

push outの双対的な考えなので紹介だけ。D = {a −→ b ←− c}とおいておく。

Remmark 0.1.1

model圏 Cにおいて、X ∈ CDはX(a) −→ X(b) ←− X(c)の図式の事である。ま
た f ∈ HomCD (X, Y )は natural transformationであり、
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を可換にするmorphismの組 (fa, fb, fc)であり、δa(f), δc(f)を、
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で与えられる pull backとする。このとき、pull backの性質から、

pa(f) : X(a) −→ δa(f) , pc(f) : X(c) −→ δc(f)

が導かれる。ついでに pb(f) = fb : X(b) −→ Y (b)とおいておく。

MC1により、この図式の pull backが存在する。pull back を対応させることは、

lim : CD −→ C

を考える事である。今までの話で Derived fanctorを考えたいのなら CD もmodel圏
でありたい。

Proposition 0.1.2

model圏 C において、f ∈ HomCD (X, Y )において、

1. 　 f が weak equivalence であるとは fa, fb, fc がすべて weak equivalence と
する。
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2. 　 f が fibrationであるとは pa(f), pb(f), pc(f)がすべて fibrationとする。

3. 　 f が cofibrationであるとは fa, fb, fc がすべて cofibrationとする。

と定義すればこれにより CD はmodel圏である。

Proposition 0.1.3

C をモデル圏とする。

lim : CD −→ C

に対し、Total right derived fanctorが存在する。

proof) 　　 ∆ : C ⇐⇒ CD : lim であった。このとき、constant fanctor の ∆ :
C −→ CDは、∆はweak equivalenceと cofibrationを保つ。これにより、total derived
fanctorが存在し、

L∆ : Ho(C) ⇐⇒ Ho(CD) : Rlim

を満たす。

このRlim : CD −→ C を homotopy pull backと呼ぶ。


